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1 問題の所在と本研究の目的
生活科教育においては，「気付きの質の高まり」
が実践上の課題となっている。平成20年1月の中
央教育審議会答申では，活動や体験を通して得られ
た気付きを質的に高める指導が不十分であることが
指摘された。これを受けて改訂された『小学校学習
指導要領解説 生活編』1）では，「気付きの明確化
と気付きの質を高める学習活動の充実」が内容およ
び内容の取り扱いの改善として示されている。
一方で1990年代以降，認知心理学は大きな発展
を遂げ，動機付け研究も盛んになっている2）。生活
科授業の改善のためには，子どもの活動への意欲の
高まりに着目し，気付きの質を高めていく必要があ
る。そこで認知心理学における動機付け研究の知見
を基に，子どもの活動意欲の高まりの内実を分析す
ることができれば，生活科教育の改善充実に寄与で
きると考える。
フローとは，「自然に気分が集中し努力感を伴わ
ずに活動に没頭できるというような」3）心理状態と
される。フローであれば，当人の目標と現実とが調
和し，活動はなめらかに進行して効率的になってい
く。そして，当人の能力を伸ばす方向に向けて行為
が発展していくようになるとしている。
このようなフロー体験の心理状態は，活動への動
機付けとして合理的であり，生活科の気付きの質を
高める授業改善への理論的援用が可能ではないかと
考えた。
そこで本研究では，以下のことを目的とする。
（1） フロー理論を通して，生活科の教科特性を
分析する。
（2） フロー理論を基に生活科の授業改善を検討
する。
（3） フロー理論に基づいて生活科における気付
きの質を高める学習過程にかかわるモデル
図を提示する。
2 ポジティブ心理学とフロー理論
（1） 心理学の新しい運動としてのポジティブ
心理学
心理学の新しい展開として注目されているのがポ
ジティブ心理学である。ポジティブ心理学とは，楽
観性，積極性，健康さ，幸福感など，人間のもつポ
ジティブな側面を中心に扱っていこうとする，心理
学の新しい展開の一つである。
1998年にアメリカ心理学会（APA）の会長であ
ったセリグマン（Seligman,MartinE.P.）は，会員
へのニューズレター的な存在であるAPA Monitor
でポジティブ心理学の基本的な方向を説明してい
る4）。その中で，これまでの心理学の多くの理論や
技法は困難な課題に直面している人たちを援助する
ために開発されてきた。言い換えれば，人間の精神
的な障害や心の弱い部分に焦点が当てられてきた。
しかし，私たち人間は優れた機能をもっており，人
間のもつよいものを育み養うために寄与すべきであ
る，とセリグマンは主張している。
ポジティブ心理学は人の生きがいや幸福をもたら
す心の側面に光を当て，仕事のやりがいやそのこと
による熱中や自信が将来の人生の充実につながるこ
とを重視している。ただし，人のネガティブな面や
弱い部分を無視するのではなく，ポジティブな面と
バランスよく心の働きを見ることを目指している。
単にものの見方をポジティブにするだけが目的では
なく，実証的な根拠を基に，現在も科学的で地道な
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研究が続けられている。
ポジティブ心理学は多様な価値観を基にした社会
で，充実した生活や幸福な人生そのものに向けた心
理学的研究の潮流ということができる。
（2） チクセントミハイの「フロー理論」
元シカゴ大学教授の心理学者ミハイチクセント
ミハイ（Csikszentmihalyi,Mihaly）の提示したフロ
ー理論やその研究成果は，ポジティブ心理学という
新しい潮流の一部をなすものとして注目されている。
1968年に彼自身のクラスで学生が「大人の遊び」
をテーマにインタビューをし，レポートを書いた際，
「フロー現象」が発見された。人が面白さや楽しみ
を得るために活動に没頭しているとき，フットボー
ルやジャズ，チェス，ダンスなど形式が違っていて
も内容には類似性があることが分かった，と述べて
いる5）。また，創造の過程について研究していたと
き絵の制作に没頭している画家が，作品が完成する
とその制作に興味を失ってしまうことに驚かされた，
という事実を挙げている。外的報酬を生まない活動
に多くのエネルギーを注ぐ人に興味をもったチクセ
ントミハイは，活動そのものが報酬となる「自己目
的的な活動」について研究の発端になった，と述べ
ている6）。
そして，活動それ自体に見出される「楽しさ」が
動機付けとなり，このときの感情が内的報酬となっ
て次の行動への動機付けとなるような経験をチクセ
ントミハイは，「最適経験（Optimalexperience）」
と名付けた。さらに，このように活動に没頭する心
理状態を「フロー（Flow）」と呼んだ。フローとは，
インタビューを受けた人の多くが「流れているよう
な（floating）感じだった。」「流れ（flow）に運ばれ
ているようだった。」と述べていることから名付け
られたことばである。つまりフローとは，人が全人
的にある行為に没入しているときに感じる包括的な
・流れるような・感覚をいうのである。
浅川はフロー体験を「ひとつの活動を行う際の内
発的に動機づけられた，時間感覚を失うほどの高い
集中力，楽しさ，自己の没入感覚でいい表されるよ
うな意識の状態あるいは経験」7）と定義付けしてい
る。また，フローとは，内発的に動機付けられた自
己の没入感覚を伴う楽しい経験を指し，フロー状態
にあるとき，人は活動のための刺激領域に対して高
い集中力を示し，活動を楽しむと同時に，高いレベ
ルの満足感，幸福感，状況のコントロール感，自尊
感情の高まりなどを経験することを指摘している。
すなわちフロー体験は，一時的な没入体験というだ
けではなく，幸福感や自尊感情にも影響を与えてい
るのである。
（3） フロー状態の特徴
チクセントミハイによればフロー状態の特徴とし
て，次のような点を挙げている8）（要約筆者）。第1
は「活動への注意の集中」である。フロー状態にあ
るとき，注意は活動に必要な情報が得られる対象に
のみ向けられている。第2は「行為と意識の融合」
である。フロー状態では行為と意識は一体となり，
意識せずに活動が進み，活動の中に意識が没入して
いる。第3は「内省的な自己意識の消失」である。
フロー状態にある間は，自分について意識が消失し
ている。つまり活動主体としての意識が消失するの
ではなく，活動している自分自身を客体化すること
がないということである。第4は「コントロール感」
である。フロー状態にあるとき，自分の活動そのも
のや活動にかかわる対象や出来事に対して原則的に
対応できるという感覚がある。第5は「時間感覚の
ゆがみ」である。フロー状態の間は，通常の時間感
覚とは異なった時間経過を感じる。つまり実際の時
間よりも短く感じたり，反対に長くゆっくりと時が
進んでいるように感じたりする。第6は「自己目的
性」である。活動を行うこと自体が目的であり，そ
れ以外の目的や報酬を必要としない。第7は「楽し
さ」である。身体的，精神的に大きな苦痛が伴う場
合でも，フロー状態であるときは活動に取り組みな
がら楽しさや心地よさを感じる。第8は「流れ感」
である。フロー状態においては，意識はあたかも水
が流れるように滑らかに働いている。この「流れ感」
はフロー状態の特徴を示して，フローの由来にもな
っている。これらの特徴は表1のように整理するこ
とができる。
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これらのフロー状態の特徴は，生活科におけるお
もちゃ作りの活動にも数多く見受けられる。したが
って，生活科のおもちゃ作りの授業分析に当たって
は，これらの視点から「活動への集中」「コントロ
ール感を伴った没頭」「自己感覚」「見通しのある課
題」などが考えられる。
3 フロー体験と自己目的的な人格形成
（1） フロー体験と生活の質の向上
浅川は，フロー体験は内発的に動機付けられたポ
ジティブな状態というだけではなく，人がフロー体
験を通してより複雑な能力や技術をもち，生活の質
の向上を図れる可能性があることを指摘している9）。
大学生を対象にした調査から，浅川は次の2点に
注目している。第1は，精神的健康を維持促進し，
心理的安定や幸福を実現していくためには，日常生
活の中でできる限り高い頻度でフローを経験してい
くことが重要なポイントとなり得ることである。第
2は，より多くの時間をフロー状態で過ごした大学
生の方が，そうでない大学生よりも1週間を通して
より高い集中力を示し，より活動を楽しみ，より積
極的に活動に取り組み，より高いレベルのコントロ
ール感と満足感を経験し，将来に対する重要性を日々
の生活でより強く意識し，より高いレベルの充実感
を得ていたことである。これらを受けて，浅川は
「日常生活における経験の質の向上，そして充実感
の向上は，活動に内在する挑戦と自分の持つ能力が
高いレベルで釣り合ったフロー状態をいかに多く経
験するかということと密接に関係している」10）と
結論付けている。
（2） フローによる自己成長の道筋
チクセントミハイは，フロー体験によって「差異
化」と「統合化」がもたらされ，自己は複雑化する
と指摘している11）。
差異化とは独自性や個性化を意味する。フロー体
験は活動への没頭を通して充実感や有能感をもたら
すので，人はより独自性をもち，個性的な価値をも
つ能力の獲得に夢中になる。つまり差異化が促進さ
れる。
反対に統合化とは他者との思想や実態との結合，
つまり他者との交流を通した一体化である。フロー
状態では思考，意図，感情などすべての感情が同一
目標に集中し，すべてが調和している。フローから
抜け出ると，人は内的だけでなく他者や世界に対し
ても深い一体感をもつ。つまり統合化がもたらされ
る。
差異化と統合化を繰り返しながら自己は「複雑化」
つまり自己成長を遂げていく。目標を選び，注意集
中の限界まで体験に没入すると，体験は苦しさを含
めてすべて楽しいものと感じられ，心から喜ぶこと
ができる。その喜びを再度味わおうと努力を倍増さ
せる。これがフロー体験のもたらす自己成長の道筋
である。
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表1 フロー状態の特徴
特 徴 内 容
1 活動への注意の集中
・活動に必要な情報しか意識に入らない。
・日常的な考えごとや心配を忘れる。
2 行為と意識の融合
・自己と活動の別の意識の喪失。
・意識せずに最適な行動。
3 内省的な自己意識の消失 ・自己意識の喪失，他者や偉大な存在との一体感。
4 コントロール感 ・環境や自分自身を支配している感覚。
5 時間感覚のゆがみ ・実際より時間を短く感じたり長く感じたりする。
6 自己目的性 ・その活動をすること自体に価値を感じる。
7 楽しさ ・苦痛を苦痛と感じずに楽しんで活動に取り組める。
8 流れ感 ・意識が滑らかに働く。
（3） フロー体験と自己目的的な人格形成
フロー体験は， 代償を求めない自己目的的
（Autotelic）な体験であり，純粋な「やる気」から
起こる体験である。
デシは「このような強烈な心理的経験によって，
人生がより楽しくなると同時に自己理解が深まり，
自分に対する誠実さが育まれる。フロー体験を通し
て，真の深い興味というものがどういうものか，そ
の喜びを知ることができる。外的に統制された骨折
り仕事とは対極に位置づけることができる。」12）と，
フロー体験のもたらす人格形成への影響を評価して
いる。そればかりでなく，「私は，内発的動機づけ
の経
・
験
・
それ自体に価値があると信じている。バラの
香りをかぐこと，ジグソーパズルに熱中すること，
日差しが雲にきらめくのをしみじみ眺めること，ワ
クワクしながら山頂にたどり着くこと。これらの体
験を正当化するために何かを生み出す必要はない。
そのような体験のない人生は人生ではないとさえ言
えるかもしれない。」と，人の生きがいや人生を豊
かにするためのかけがえのない要素と評価している。
このような自己目的的な体験，すなわちフロー体
験を繰り返す中で，人は自己目的的な人格をもつこ
とができる。それは自分のしていることが本質的に
重要で価値あるものと感じ，充実感に満ちた生活に
満足を感じていることである。外界からの脅威や報
酬に簡単に振り回されず，自律的で独立した立場に
立ち，周囲への注意を払い，自分自身の体験をコン
トロールし，自分の人生の質をコントロールできる
ようになる。
このような充実感が人格形成にも大きな影響を与
えるというのがオートテリックパーソナリティ
（AutotelicPersonality）という概念である。Autotelic
はチクセントミハイがギリシャ語の・auto（＝self）・と
・telic（＝goal）・から作った合成語であり，Autotelic
Personalityは日本語では「自己目的的人格」と訳
すことができる。これは，「社会的評価や将来の金
銭的利益といった外発的な報酬のためではなく，自
分が現在行っている行為自体に喜びや楽しさを見
いだしやすい，つまりフローを経験しやすい性格特
性」13）である。
フロー経験を味わう頻度には個人差がある。フロ
ーは活動のもつ方向性や構造がフロー状態を導きや
すいという外的条件だけでなく，人間が活動をどの
ように捉え，どの程度心理的エネルギーを注ぐかに
よってフロー経験の頻度も違ってくるからである。
幅田らは，「Autotelicな人は，より能動的なレ
ジャーや精神的活動を通じて，自己の能力を発揮す
る機会を求めるのである。そしてこのような活動に
没頭する経験から，次への活動の原動力を得ている
のである。」と述べている。14）なぜなら，自己自身
に必要以上の注意を向ける必要がないので，心的エ
ネルギーをより自由に使うことができ，自分の周囲
で起きる事実に対して，より注意を払い，より多く
のことに気付き，直接的な報酬に結び付かない物事
に対しても多くの注意をすることができれば，自己
の生活の質をコントロールすることにつながると，
フローと生活や人格形成の関係について述べている。
フローは長期的には能力の発達を促進する経験と
考えられているが，日々の経験の質を高めるだけで
なく，ポジティブな成長を促進する先導者となり得
る可能性も指摘されているのである。
（4） フロー理論と生活科の教科特性
ここまで見てきたように，フロー理論に基づく体
験は，生活の質を向上させることにつながり，自己
目的的な人格形成は，生活科が目標としている「自
立への基礎」と同一線上に存在する。なぜなら，フ
ロー体験は学習面，精神面，生活習慣でのよりよい
成長をもたらすからである。
これらの理論を生活科学習に援用するならば，次
のようにまとめることができる。
第1に，生活科の中で心身を遊びや活動の中に没
入させていく体験は「フロー体験」ということがで
きる。子どもは遊びの中で自分がこうしたいと，思
いや願いを表現し，目標を定めて自発的，能動的に
時間を忘れて活動を楽しむ。活動に没頭した後は自
分の取り組みを振り返り，自分自身で目標への距離
を修正するなどの過程を経て，内発的に動機付けら
れて次の活動へと自らを誘っていくのである。
第2に，活動に没入して取り組む中で，子どもは
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願いを実現させるために対象を調べて働きかけ方を
工夫したり，友達と協力して活動を展開したりする。
フロー理論でいうならば前者は「差異化」，後者は
「統合化」であるということができる。この過程で，
子どもは学習上あるいは生活上必要な習慣や技能を
身につけていく。
第3に，生活科の体験は，子どもにとって興味の
ある未知の体験であり，子どもはすべての意識や感
覚を集中して取り組んでいく。しかし，「差異化」
や「統合化」が，自己中心的なわがままや自分の願
いを放棄した付和雷同になってはならない。両者が
相互循環して結びついてこそ体験の質は向上する。
活動の中で獲得した学びや自分自身のよさ，人か
ら得た学びのよさを自らの中で統合し，意欲や自信
をもって前向きに生活することはチクセントミハイ
のいう「自己の複雑化」，すなわち人間的な自己成
長であるといえる。これは，「自立の基礎」を養う
生活科のねらいと同じ価値をもつものといえる。以
上の考え方に基づいてフロー体験と生活科の教科特
性は，表2のように表すことができる。
4 フロー理論に基づいた生活科授業改善
（1） フロー状態発生の条件
チクセントミハイは，「最適経験とは，目標を志
向し，ルールがあり，自分が適切に振舞っているか
どうかについての明確な手掛かりを与えてくれる
行為システムの中で，現在立ち向かっている挑戦
に自分の能力が適合している時に生じる感覚であ
る。」15）と定義している。
フロー状態の発生のためには，次のような条件が
あることが示されている。第1は「明確な目前の目
標」の存在である。明確な目標は，意識や心的機能
の秩序性が高まり，フロー状態が発生しやすくなる。
第2は「課題の適度な困難度」である。行為者が自
分の能力にあったレベルで挑戦しているとき，行為
者は自分の能力を伸長させると捉える。第3は「即
座のフィードバック」である。目標や活動の達成度
についての適切なフィードバックが得られることが
次の行動への調整を促し，フローの発生を促す。
フロー状態にあるとき，人は自分のもつ能力を最
大限に発揮しており，思考，感情，願望，行為は調
和のある状態になる。フロー状態は人に内発的な報
酬を感じさせ，人はフロー状態にとどまり続けよう
とする。その状態にとどまれるかどうかは知覚され
た行為能力と知覚された行為の機会とのバランスを
確立できるかどうかにかかっている。
人がフロー状態にとどまり続けるためには，より
複雑な挑戦を見つけ，自らそれに取り組まなければ
ならない。その結果，より高い水準の能力が必然的
に発達してくる。
例えば，挑戦水準を上回ると，人はリラックスし
た状態から退屈を感じる。挑戦水準が能力水準を上
回ると警戒心をもち，やがて不安な状態に陥る。こ
のような環境と不快な主観的なズレはフィードバッ
クとなり，行為者のいずれか水準を調整することで
解決を図ることを要求することになる。
言い換えれば，フロー活動は人が楽しみを連続的
に感じながら能力を発達させる段階的な挑戦水準を
もつシステムと捉えることができる。
（2） 動機付け論から見たフロー理論
動機付け論の観点から，石田はフロー理論の意義
を以下の3点に整理している16）。
第1は，活動の際の内的状態を活動主体の側から
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表2 フロー体験と生活科の教科特性
フロー理論 生活科の教科特性
フロー体験
願いを充足するために，児童が意欲的，主体的活動に対象にかかわり，活動
の中に自分自身を没入させて遊ぶ。
差異化，統合化
対象や自分自身に気付き，生活上必要な技能を身につける。
友達との交流を通して気付きを共有し，自他のよさを感じとる。
自己の複雑化 学習上，生活上，精神的な自立を促し，自立への基礎を養う。
述べていることである。自然科学的方法を用いる研
究では，活動の主体は客体化され，観察した活動の
あり様から活動の原因や内的な状態を推測し，説明
しようとする。したがって観察者の側から捉えた説
明にならざるを得ない。
一方，フロー理論では「注意の集中」「意識と活
動の融合」「自己意識の消失」「コントロール感」
「時間感覚の変容」「自己目的性」「楽しさ」「流れ感」
は，活動主体が心的に経験しているものであり，自
らの活動をコントロールする上での指標にもなり得る。
また，フロー状態の発生を促す条件として示され
た「達成目標の存在」「課題の適度な困難度」「フィ
ードバック」も活動を進める上での手掛かりとなる。
目標状態を意識しながら活動を行うことは可能であ
り，活動を促進する上でも有効である。また，課題
の困難度は活動主体自らが認知した困難度であるか
ら，自ら調整することも可能である。さらにフィー
ドバックも活動主体が受け取るものであるから，活
動の最中にも得ることができる。
第2は，扱っている範囲の広さである。内発的動
機付け論が学習活動をはじめとする意識性の高い活
動を主たる説明の対象にしているのに対し，フロー
理論では日常生活の中でほとんど無意識になされる
些細な活動にも「マイクロフロー」と呼ばれるフロ
ー状態が発生すること，特定の活動や個別の活動ば
かりでなく長期間の生活全体にもフロー状態と同様
の過程が展開される可能性を指摘している。
フロー状態の発生を促す条件である「達成目標の
存在」「課題の適度な困難度」「フィードバック」の
中でも「目標」の存在は「日々の生活やその中で展
開される諸々のフロー活動を体系づけ，生活全体を
有意味なものにする。それはいわゆる「張り」や
「生きがい」のある生活のことであり，それも広い
意味でのフロー状態と見なすことができるのである。」
と評価している。
第3は，フロー状態の肯定的な面ばかりでなく，
否定的な面を取り上げていることである。フロー状
態のもたらす楽しさは，人に苦痛を与える行為や残
虐な行為，暴力行為，戦闘行為，犯罪行為などの望
ましくない活動でも発生することをチクセントミハ
イは指摘している。さらにフロー状態には中毒性が
あり，活動主体が望ましくない行為や違法行為だと
分かっていてもやめることができなくなってしまう
場合がある。つまり，フロー状態は一つの内的な状
態であり，絶対的な善でも美徳でもない。フロー状
態が個々の人間や社会にとって望ましいものになる
かどうかは，どのような活動でフロー状態が発生す
るか次第である。フロー理論があえて否定的な面を
指摘し，警戒しているのは意味のあることである。
すなわち，フロー理論におけるフローの知見，す
なわち活動中の内的状態を活動主体の側から取り上
げることは，活動主体にとってフロー状態を得るた
めの有効な手掛かりとなる。そして，否定的な側面
をもつことに警戒しながらも，生活に「生きがい」
を与え，意味のあるものにし得るということができ
る。
（3） フロー理論と生活科の学習過程
このフロー体験への条件を生活科に援用すると，
次のように説明することができる。
第1に，生活科で重視される具体的な活動や体験
では，子どもは思いや願いをもって活動に取り組む。
これはフローの条件でいう「明確な目前の目標」で
ある。願いをもって取り組んだ活動を実現するため
に，子どもは対象への働きかけの仕方や友達との協
力の仕方を工夫する。つまり，生活科における思い
や願いは，活動を推し進めていく原動力となる。
第2に，児童が活動に集中し，時間の経過を忘れ
て活動に夢中で取り組むためには，子どもの課題の
困難度と課題解決能力のバランスが重要である。身
近な環境と直接かかわる中で，熱中し没頭したり，
発見したり成功した喜びは実感的なわかり方や表現
への意欲につながっていく。体験を通して得られた
気付きや教師や友達との交流を通して得られた質の
高い気付きを活用しながら課題解決を続け，子ども
は対象とのかかわりを深めていく。すなわち，課題
の適度な困難度は子どもの意欲と気付きの質を高め
るための条件ということができる。
これをフローの初期のモデル図（原案 チクセント
ミハイ）を使って説明すると図1のようになる。
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フローチャンネルで活動をしていた子どもは，活
動を通して能力水準が上がり同じ活動では退屈して
しまう。再びフローを体験するには，挑戦水準を上
げる必要がある。この繰り返しで子どもは気付きの
質を高めたり技能を高めたりすることができる。逆
にいえば，急に難しい課題に直面すると子どもは不
安を感じ，フローを体験するためには挑戦水準を下
げる必要がある。無理に高い挑戦水準を強要するこ
とはフローを促進しない。子ども自身がフローを味
わえるために，能動的に課題挑戦ができるよう，教
師は多様な活動への取り組みを認めなければならな
い。
第3に，対象へ主体的に働きかけるとき，子ども
は対象からの働きかけや友達や教師からのフィード
バックを基に自分の行為の適否を知り，より楽しく
充実した活動が続くように働きかけを工夫すること
ができる。つまり，「即座のフィードバック」は子
どもの活動意欲とともに気付きを促進し，思考力を
高めることにつながるのである。
このようにフロー理論の生活科への援用は，生活
科学習の新たな側面を提示したということができる。
上記のフロー理論を生活科の学習過程に援用する
と，次のような図2として表すことができる。
以下の学習モデルは，次のように説明できる。
1） 学習過程を「課題の困難度」と「課題解決の
能力」との相関関係として示した。
2） 活動A，B等は，学習過程における活動の
まとまりとして位置づけた。
3） 活動AとBとの重なりの部分は，生活科に
おける振り返り場面である。ここではフィー
ドバックとともにフィードフォワードも考え
られる。
4） 学習者は，フローを体験しながら明確な目前
の目標を追求して活動AからBへと活動を
進めていく。
5） ◆印は教師の支援を表す。すなわち活動場面
で「課題解決の能力」が「課題の困難度」を
超えて学習者が退屈を感じたり，「課題の困
難度」が「課題解決の能力」を超えて学習者
が不安を感じたりしたときには，教師が学習
者の課題解決能力に適した支援を行い，再度
学習者がフロー状態に入りやすくする必要が
ある。
6） フロー体験を重ねていくうちに学習者の体験
の質が向上し，気付きの質の高まりが期待さ
れる。
5 研究のまとめと課題
本研究ではフロー理論に基づいて生活科の教科特
性を明らかにした。また，生活科における授業改善
の視点をフローへの条件の特徴から解明することが
できた。さらに，フロー理論のモデル図を基に気付
きの質を高める学習過程などにかかわるモデル図を
提示することができた。
今後の課題としては，生活科の授業を実施し，フ
ロー理論を基にしたこれまでの知見を適用し，児童
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図1 フロー体験と自己成長のモデル
浅川「フローの力動論モデル」（2010）17）より改編
図2 フロー理論を基にした生活科の学習過程モデル
の活動を分析して，気付きの質を高める生活科の授
業改善の具体的方策を検討することである。
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